
児童の心理的特性と親の養育態度，感覚教科目の好悪，

成績との関係一一次集計による基礎的考察一 0梅津通子

(女子聖学院短期大学)

心理的特性感覚教科成績の好悪適応性親の馨育意識

本研究の趣旨

子どもをと Dま〈環境は，社会的，文化的影響を受け，

情報の氾濫Kよる教育への関心，親の義育意識や行動の変

化，生活様式の棺違，価値観の多様化をもたらせている。

とのような情況下では，自ら思考し，判断し，選択し得

る能力が要請されて〈るので，学校は勿論，家庭，地域社

会tて主砕いて子どもの内部Vてある生きる力，学ぶ力を育成す

ることが望まれる。

とのような能力は，感覚重視の教育VC:l>-いて培われると

恩われる。

乙ζでの感覚は，たんなる生理学的意味Kとどまらず，

それは自己と環境の真塾まと 9(み，即ち社会的意味VC:l.' 

いてである。

一般K今日の風潮は. r知，徳，体」の調和のとれた，
人間形成の重要性は指摘され念がら，いつのまKか受験体

制の綱の目VC(みとまれ知育偏重の傾向を招いている。

とれは，親の養育行動が起因していると思われる。

換言すれば，親は偏差値社会K向けて子どものパーソナ

リティを方向づけているといえるのである。

1 研究の目的

一次集計による基礎的考察として

1 )親の義育意識，行動，態度，が成績にどのように，

関連しているか。

2 )各教科fHてなける好・悪と，得手ー苦手との関係。

3)感覚教科目の成績と親の養育意識との関連の有無。

2. 方法，期日，対象

1)方法 新宿区立T小学校に辛子いてアンクート調査

2)期日 昭和 59年 6月と，中勾

3)対象表-1 参照

3 内容

I 心理的特性 42問

E 適応性 28問

皿 親の養育態度 18問

W 教科目別好悪，得手一苦手 3謁

4 集計について

各項目どとにカウ Yティングし，学年別，男女7JIJ.個人

別K一覧表を作成し，一次集計を行念った。

結巣と考察

I 児童の心理の発達的特徴Kついて(図-1 ) 

① 顕示性

学年が進むKつれて顕示性が高〈ま 9.女子よ D男子K

その傾向がみられる。

6年では男子が女子よ 910%多い 45.5唖であるのK対し，

S 年では男女差は4.4~である。

s年は，精神的状況が質的に変化する時期であ 9.委員会

活動.:7ラプ活動等への活動範囲も広が9.高学年として

の自覚や誇Dも芽ばえるため，男女ともKどの学年よ Dも

顕示性が高いのであろう。

② 攻撃性

との項目も高学年VC~ るに従って高〈念るが，顕示性と

同様. 6年よ Dも5年の方がわずかK高しその差は男子

2.2%.女子は8.8%差である。

攻撃性の内容も，年少者ほど喧嘩の頻度が多<.低学年で

は所有権の侵害によるもの，中学年では身体的攻撃Kよる

もの，高学年では社会的名誉棄損がきっかけとなって主?と

るととが多い。

攻撃性は.女子よ Dも男子に多くみられるのは，それらK

対する社会的許容度が女子よ b大きいためと考えられるが，

ととでは 5年女子が一番攻撃性が高い。

児童の心理的特性は，項目別分類をすると男子では顕示

性，攻撃性，甘え.孤独，耐性，女子では達成動機，独創!

性，責任性，自主性の項目に分けるととができる。

学年別による分類は，低学年VC:l.'いて耐性がみられ，中
学年では主体性，独創性，自律性，達成動機，高学年では

判断力，責任性，劣等感の項目K分類できる。

低学年Kないて

グゼルは. 7才頃は自己を意識するよう K念!?身体的

自我と関係する，また，静かK自己K専念する時期でもあ

!?沈思的でもあると述べていることや，己の時期は，素

直K親や教師の指導を受けとめる要素が強いととからも，

低学年VC:l.'ける耐性がみられるのであろう。
中学年は，社会的順応性と社会的洞察力を習得してゆ〈

時期であ!?身体的』ても活動性があ!?勇気と大胆さがあ

るのも ζの時期の特徴である。

そして，低学年よ D自我の外に出るよう tてな!?個人差

も大き<.性差も明らかtてなってくる。

また，蓄積された精力を奮い起し，エネルギーを注凶で

行動できるととから，中学年K自主性，主体性，独創性の

高いことが理解できる。
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高学年では，児童期から青年期への移行期でもあ!'J.い E 親の委育態度(図 3 ) 

ろいろ在意味で，精神的情況が質的K変化ある時でもある。 図-3VC台いて各項白の親の養育態度K男女主主がみられ

同時VC.今までよ D精神的K不安定左時期でもある乙と る，点線は，得点の平均点，棒グラ 7は%を表わしている

から，判断力や，責任性の心理的特性が逆K劣等感K変化 が，養育態度の受客的投点では，男女差はあるが，男女と

する ζ ともあるのでは左いかと思われる。 も同じようなカーブを描いている。

学年全体VC.孤独，劣等感は低い傾向を示しているが， その中で，特VC3年女子が符 6婦と受客的態度が高<3 

達成動機はそれらと対象的左カーブを措いている。 年男子も高いがその差は 18.8骨である。

どの学年も 55唖以上であ!'J.わずかであるが，男子よ D ②の民主的態度は，萎育態度の項目の中で一番低いが，

女子が高<.中でも 3年女子の77.8%. 4年女子の71%は 男女とも 5年が特K低い，男子 41.1唖，女子は 44.4骨で平

著しい。 均以下である。

③の指導的養育態度は，高学年KまるKしたがい高〈な

児童の心理的特性の全体像としては，甘えがなし孤独 る傾向がみられるが，この項目も，特VC5年の男女が，著

感も少まく，主体性，劣等感，耐性，判断力，自律性は， しい。女子は 74.4骨，男子関 9冊在民主的感度とは逆であ

ほどほどで，達成動機が高<.独創性K宮み，責任感のあ る。低学年と比較すると女子は 13.3骨，男子は 18.8冊差で

る児章像となる。 ある。

このことは，将来の子ども K対する方向づけとして，進

路の問題がからんで〈るからであろう。

E 適応性Kついて(図ー 2 ) 母親の受客的態度が，子どもに信頼の感覚を生み出し，

図 2は.児童の各適応性を学年別順位で示したもので その基盤があってはじめて.外的な強制を伴うしつけが，

ある。女子K骨いては，学校への適応をのぞいて，教科， 子どもの内面的発達を生み出すといわれているが，受客的

教師，家庭への適応の一位を 3年が占めている。 態度は男女差があ!'J.男子Kもほしい項目である。

中でも特K教科への適応は 89.9%と非常K高<.教師への 全体VC.親の養育態度を三つの側面から考察すると，い

適応も 87.1%と高い。 ずれも女子の方が高いが，特VC3年頃から性的差異が明ら

同じようVC. 3年男子に学校への適応をのぞいて，教科， かKなる時期で，同時K民族意識をもち始め，結婚，家族

教師への適応は 70唖以上とまっている。教師への適応が高 K関する事柄に関心をい抱〈ょうVてもまる。 ζの違いは，

い中で. 4年男子 (45.7%)は，一位である。 3年との差 男子と根本的に違う所であ!'J.女子に高いのは，養育態度

が 24.2骨である。 が行動機式K重点をないているからである。

乙の時期は，自分自身をはっきり知るよう Kま!'J.自我

の外に出ることから，学校，学友，自分と家族，一般の文 W 児童の教科目K企ける好悪，成績の発達的特徴

化K対する関係が形を変化させてくる。

しかし，その変化は，かすかK起るため，教師も親も，

その重要性を十介把握する己とが出来左い乙とから，教師

への不適応も生じやすく在るのでは左いだろうか。

男女月iJVC考察すると，女子K各項目の適応性が高い傾向

がうかがえるが，男女ともVC.教科，教師に対する適応性

は，各教科の好悪状態Kも関連している。
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1 )教科の好悪関係(図-4 ) 

図-4は，各教科目VC:1>>ける好・悪と得手 苦手との関

係を表わしたものである。

いずれの学年K台いても，好悪の程度の高い科目は，男

女とも体育であ D男子8.6冊，女子88%である。次いで図工

の順であるが男子82骨，女子制需とし位との差はわずかで

ある。次K女子は音楽とをるが，男子は理解む76骨と.教

科K企ける男女差がみられる。

しかし，低学年K長いては，各教科間の好悪の程度は，

差があま Dみられず，教科目Kよる男女差がみられる。

国語は女子の好きな教科であるが，男子は理科の方を好

んで公!J.好悪の程度はどちらも 76番である。



学年差，男女差の左い体育，図工K対し，男女差のある 男子の苦手左教科は，音楽，家庭科，国語のj願であって，

教科は音楽であ 9.男子よ P女子に好き念度合いが高(. それは女子の得意ま教科である。

どの学年も 80冊以上であるが，男子は全体K女子より 20% 女子の苦手な教科は，社会，理科，算数の順と在ってb

低しまた学年差がみられる。 り，好悪，得手の程度の高い教科は，男女，各学年とも，

特K.4年男子の音楽は84需の高い率をみる乙とができ， 図工，体育，音楽(男子はそれほどでも左い)Kみられる

5年男子では58%K低下している現象がみられる。 が，それは，動くたのしさ，創り出すたのしき，思考し念

同じようK.女子K$'ける理科では. 3年女子の86%の がら工夫し，自らの力で内部から活動できる教科である。

高率をみるととができるのK対し. 5年では58骨と念って そして， ζのζ とは生きる姿勢Kもつながっていく。

いることである。 教科Kよる男女差は. 2年から始ま 9.学年と共K差が

教科による学年差が著しくみられるのは，丁度学んでい はっきりとあらわれる。

る音楽や理科の授業内容，方法，指導者，受ける側の意識 神戸大学の心理学研究室Kよる教科の好意度(1967年)

等が影響しているのであろう。 Kよると，小学 5年の家庭科は，好意度が低(.体育は左

男女別好悪の程度は，教科別K高いJI固から，女子は図工 JIJ的在高率であった。

音楽，体育，家庭科であ 9.国語，理科，算数，社会と左 そして，次K好意度が高いのは，体育との差が30%で図

9.男子は図工.体育，理科，低学年では次K算数，音楽， 工，音楽とまっている。

社会，国語とまるが.高学年では，音楽が最後Uてまってい 男子は，今回の調査と同じ傾向であり，特に女子K変化

る。 がみられたが. 17年間に金ける価値観，意識，社会情況の

2)教科の得手・苦手の関係について(図-4 ) 

図-4からも，得手の度合いは好悪と類似したカーブを

描いている。中でも，国語，算数，理科，体育は好悪の度

合いと同じ傾向であるが，学年Vてよって多少の差がみられ

る。

教科の好悪程度と同様K.得手一苦手の度合いも，男女
差，学年差がみられる。音楽K卦ける 4年男子は得手の度

合いも同じ，女子の 5年. 6年は得手の度合いが低〈在っ

ている。特K好き左教科の図工で，高学年女子の得手度合

いが低下しているのは，上記の音楽，理科等と同じ理由K

よるものであろうか。

上記のことからも，指導者，内容，方法，学ぶ姿勢等が

教科の好悪状態K影響し，得手の度合いも高まり，変化す

るのであれば，教科へのたのしさ，学..，:$'もしろさ，そし

て自ら求める学習へと発展していく K違いまい。

図-4Vてはないが. 5年から家庭科(女子)が加わる，

6年V亡まると男女必修とまる。

家庭科の好悪の程度は. 6年男子が64%であ 9.女子は

抱#と，教科の中で一番高い。

しかし，得手一苦手の状態は. 6年男子56%.女子76唖

と. 16 % 0差で低下している。

興味ある科白，好き左科目が必らず得意であるのでは左

<.技術を必要とするもの，個人の能力や意欲の程度，ま

た，出来，不出来がはっき Dするに従って，得手の程度が

左右するのであろう。

変化が，教科の好悪Kも影響しているのであろうか。女子

にないては，特に親の意識，行動，態度が教科K反映され

ている。

それは，幼児期から器楽等の稽古どとをする習慣が，音

楽への好悪状態の下地を作つてなり， ζの習慣は男子にみ

られない。

また，女子は「家庭へ jといった親の意識が，家庭科へ

の好悪も関係していると思われる。

しかし，同じ教科でも，学年Kよる相違がみられる己と

は，親の養育行動のほか，種々の要素が影響しているので

あろう。
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3)特K感覚教育科目の好一悪.得手一苦手と親の養育

態度との関係について

図-5. 表一 2.表-3 参照

学校教育の中で，特K感覚重視の教育の必要性をあげる

観点から，図工，体育，音楽の三教科とした。

三教科上位成績者Kついて，教科の好ー悪，得手一苦手

の程度，成績との関係，また，親の養育意識の関係につい

て述べる。

三教科の成績上位者は，表 -2f'Cあるようf'C.女子は全

学年の13.4唖，男子は10'婦であった。

成績上位者は，低学年では，教科評価 3までのため，三

教科とも 3の評価の人。

評価 1-5まである学年については，三教科が12点以上

の人とした。

低学年では，成績上位者は男子の 3倍も，女子が多し

感覚教科は(特K音楽で男女差があらわれているのではま

いか)女子K多い。

成績上位者と親の養育態度の関連は，平均よ D①受客的

②民主的，③指導的のいずれの項目も低し関連は認めら

れまい。

あま D民主的で左<.受客約~態度も普通程度，そして，

指導的で念い親の像が浮かび上がるが，子どもに自由さを

与え，のびのびとさせることが，己のよう左結果を生むの

であろうか。

感覚教科への好一悪は，体育の曲%.図工86.9%音楽の

77%と左 Dやは D好悪の度合いは高い。

得手 苦手の割合は，好きではあるが，得意とまでは，

いかず，体育81.9冊，図工78.6% (好 悪の割合の差は8.3

% ) .音楽は67.2% (好一悪との差は 9.8%)とまった。

全体Kは，差が少ないととから，好きな教科は得意であ

るといえるであろう。

但し，教科内容の成就震によっても変動すると思われる。

品、わりに

以上の結果は，一次集計による基礎的な考察の一部であ

る。

各項目jjljによる心理的特性は，家族形態十てよっても変化

し，親の養育意識Kよっても影響を受けるであろう。

感覚教科の中でも男女差，学年差があること，親の養育

意識が平均以下であっても，関連性が~いのでな<.その

ような意識が，むしろ.感覚教科の成績を向上させ，好

悪，得手 苦手の程度K関係しているので在いか。

19ー

別の観点から考察すると，親の価値観，重点のなき場所

生きるためf'C.人聞のどこK目擦を台車，心の糧を求める

かの姿勢にかかっているといえよう。

そのことが，子どもの発達K大きくかかわって〈ること

がうかがわれる。

特f'C.親の養育意識の中で受客的項目が高い 3年女子K

児童の達成動機が同じよう K高かったこと。

指導的項目が高かった 5年女子f'C.児童の自律性，主体

性の低さがうかがえたが，結論は二次集計K待たねば左ら

左い。念会，

との他，家族形態と心理的特性，項目別による児童の特

徴，他教科と親の養育態度との関係等，二次集計の結果を

まって考察する。
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図-5 感覚教科上位成績者の親の養育態度

01 H ・l，r.r

@12ra&  
- <<1./ 

① E~'，..， 

- I ZTJ.... 
-¥.1ノ EmlllI 1111111 IIIIIDn. ， 

@mm甘市古~.，..:II
、

@l m す

11IIIIIIIIIIIIIIImr.t... 

女

子

、2-
1
1
1
1
1
1
1
/

%
 

亡コは図 3の養膏態度性別平均唖ヌ

①受容的 ②民主的 ③指導的

表一 2 感覚教科成績上位者数
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表 3

感覚教科上位成績者Kよる好悪，得手・苦手の尺度別分布表
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